
デイサービス えくぼ 運営規程 

（地域密着型通所介護・日常生活支援総合事業第 1 号通所介護） 

（事業の目的）  

第 1 条  有限会社えくぼが開設するデイサービスえくぼ（以下「事業所」という。）が 

行う地域密着型通所介護・日常生活支援総合事業第 1 号通所介護の事業（以下「事業」

という。）は、居宅において要介護状態または要支援状態にある高齢者に対し、適切な

地域密着型通所介護、日常生活支援総合事業第 1 号通所介護を提供することを目的とす

る。 

 （運営の方針）  

第 2 条 

  １ 事業所の地域密着型通所介護・日常生活支援総合事業第 1 号通所介護従業者は、 

要介護者等の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むこと 

ができるよう、必要な日常生活上の世話および機能訓練を行うことによ 

り、利用者の社会的孤立感の解消および心身の機能の維持並びに利用者の家族の 

身体的および精神的負担の軽減を図る。  

   ２   事業の実施にあたっては、関係市町村・地域の保険・医療・福祉サービスとの綿 

密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。  

（事業所の名称および所在地）  

第 3 条   事業を行う事業所の名称および所在地は、次のとおりとする。  

（１）名称               デイサービス えくぼ  

（２）所在地             茨城県那珂市後台 1495-1 

（従業者の職種、員数および職務内容）  

第 4 条   事業所に勤務する従業者の職種、員数および職務内容は次のとおりとする。  

（１） 管理者            1 名  

管理者は、事業所の従業者の管理および職務内容を一元的に行う。 

（２） 生活相談員        2 名以上 

生活相談員は、利用者の情報管理、苦情、相談業務を行う。 

（３） 看護職員          2 名以上  

       看護職員は、利用者の健康管理、医療との連携を行う。 

（４） 介護職員          2 名以上 

       介護職員は、利用者に対する介護サービスを行う。  

（５） 機能訓練指導員     2 名以上  

       機能訓練指導員は、利用者に対する機能訓練を行う。 

（営業日および営業時間）  

第 5 条   事業所の営業日および営業時間は、次のとおりとする。  

（１） 営業日 月火水木金土。（12 月 31 日～翌年 1 月 3 日は休業とする）  

（２） 営業時間 8 時 30 分から 17 時 30 分までとする。  

（３） 延長サービス 営業時間の前後２時間の延長サービスを行う場合がある。  



（指定地域密着型通所介護の利用定員）  

第 6 条   地域密着型通所介護、日常生活支援総合事業第 1 号通所介護の利用定員は、18 

人とする。  

（指定地域密着型通所介護の内容）  

第 7 条   地域密着型通所介護、日常生活支援総合事業第 1 号通所介護の内容は、次のとお 

りとする。  

（１） 送迎  

（２） 健康チェック  

（３） 食事サービス  

（４） 入浴サービス  

（５） 生活指導  

（６） 日常動作訓練  

（７） レクリェーション 

（利用料その他の費用の額）  

第 8 条１ 地域密着型通所介護、日常生活支援総合事業第 1 号通所介護を提供した場合の利 

用料の額は、厚生労働大臣又は那珂市長が定める基準によるものとする。  

２ 通常の実施地域以外の地域に居住する利用者に対して送迎を行う場合は、路程 

１キロメートル当たり１００円を実費として徴収する。  

３ その他、食材費は１食(おやつ代込み)７５０円、おむつ代は実費を徴収する。  

４ 前２項の費用の支払いを受ける場合には、利用者またはその家族に対して事前 

に文書で説明をした上で、支払いに同意する旨の文書に署名押印を受けることと 

する。  

（通常の事業の実施地域）  

第 9 条   事業所の通常の事業の実施地域は、那珂市の区域とする。  

（サービス利用にあたっての留意点）  

第 10 条   利用者は、サービス利用にあたって、次の事項に留意するものとする。  

①  利用者は機能訓練室を利用する場合は、安全に移動が出来るように心がける。 

②  入浴時には床が濡れて滑りやすくなっているので、転倒防止のために必ず手       

すりを利用する。  

（緊急時等における対応方法）  

第11条 地域密着型通所介護、日常生活支援総合事業第 1 号通所介護従業者は、地域密着 

型通所介護、日常生活支援総合事業第 1 号通所介護を実施中に、利用者の病状の 

急変、その他の緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する等の措置を 

講ずるとともに管理者に報告しなければならない。  

（非常災害対策）  

第 12 条  事業所は、消防計画等の防災計画に基き、年 2 回以上、避難・救出訓練を行う。 



 （地域との連携等） 

第 13 条 

１ 事業所は、那珂市地域密着型サービスの事業に関する基準を定める条例施行規則に基 

き利用者、利用者の家族、地域住民の代表者、事業所が所在する市町村の職員又は事業所 

が所在する区域を管轄する地域包括支援センターの職員、地域密着型通所において知見を 

有する者により構成される協議会（以下「運営推進会議」という。）を設置し、運営を行

う。 

２ 運営推進会議は、おおむね 6 か月に 1 回以上開催し、当該記録を公表し、活動状況を 

報告し、必要な要望、助言を聴き地域との交流を図らなければならない。 

（虐待防止のための措置の概要） 

第 14 条                                     

1 事業所は、デイサービスの提供に当たっては、高齢者の人権擁護のために従業者に

対 

する人権意識、知識や技術の向上を行い、高齢者に対する虐待を未然に防止する取り組み 

を行う。 

２ 事業所は、第三者委員や都道府県社会福祉協議会の運営適正化委員会等の苦情解決 

制度を積極的に活用し、高齢者に対する虐待を未然に防止するものとする。 

３ 事業所は、高齢者の権利擁護を進めるために、第三者評価を実施するものとする。 

４ 事業所は、高齢者に対する虐待防止について高齢者やその家族等に対して指導する 

とともに、高齢者に対する虐待を発見した場合は、関係機関へ速やかに連絡し、虐待の 

早期発見に努めるものとする。 

(業務継続計画について) 

第 15条 

自然災害・感染症発生時のために、業務継続に関する計画書を作成し、速やかに事業再 

開が出来るように努めます。（計画書は、事業所内に掲示） 

（身体拘束について） 

第 16条 

 身体的拘束の原則禁止 身体的拘束は利用者の生活の自由を制限することで重大な影響を

与える可能性があります。事業所は、ご利用者お一人お一人の尊厳に基づき、安心・安全

が確保されるように基本的な仕組みをつくり、事業所を運営しますので、身体的・精神的

に影響を招く恐れのある身体的拘束は、緊急やむを得ない場合を除き原則として実施しま

せん。 

（感染症まん延防止に対する、基本的な考え方） 

第 17条 

【標準予防策の主な内容】  

１）手指消毒（手洗い、手指消毒）  

２）個人防護具（手袋、マスク、ガウン、ゴーグル、フェイスシールドなど）の使用 

３）呼吸器衛生（咳エチケット）  

４）環境整備（整理整頓、清掃、感染性廃棄物の処理） 



 （その他運営に関する重要事項）  

第 18 条  

１  事業所は、地域密着型通所介護、日常生活支援総合事業第 1 号通所介護従業者 

の質的向上を図るため、次のような研修の機会を設けるものとし、また、業務体制を整 

備する。 

       通常研修は、以下の通り。 

       （１） 採用時研修         採用後 1 ヶ月以内  

（２） 継続研修             年 12 回 

（３） その他の研修      管理者が必要と認めたとき随時行う  

（４） 認知症介護基礎研修の実施(無資格・未経験者対象)  

２  従業者は、職務上知り得た秘密を保持する。  

３  この規程に定める事項のほか、事業所の運営に関する重要事項は、有限会社えくぼと 

事業所の管理者との協議に基づいて定めるものとする。  

４ 文書保存は５年とする。 

付  則  

この規程は平成 30 年 5 月 1 日から施行する。この規程は平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

この規程は令和元年 10 月 1 日から施行する。この規程は令和 3 年 10 月 1 日から施行する。 

この規程は令和 6 年 1 月 1 日から施行する。この規程は令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 

この規程は令和 8 年 1 月 1 日から施行する。 


